
船舶インシデント調査報告書 

令和７年５月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（燃料供給不能） 

発生日時 令和６年１１月１３日 １１時３０分ごろ 

発生場所 阪神港堺泉北第６区 

 堺浜寺南防波堤灯台から真方位２４７°１.２海里付近 

 （概位 北緯３４°３２.８′ 東経１３５°２３.２′） 

インシデントの概要  プレジャーボート花鳥風月
かちょうふうげつ

は、航行中、主機が停止して始動できな

くなり、運航不能となった。 

インシデント調査の経過 令和６年１２月９日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 花鳥風月、３.０トン 

２５０－１８９４６和歌山、個人所有 

ディーゼル機関、船内機、４サイクル、出力９１.９０kＷ、回転数

毎分２,４００、４気筒、ボア１１０mm、使用燃料軽油、機関製造

年月日不詳、昭和５８年６月進水 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 西、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約１.０ｍ 

 インシデントの経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者２人を乗せ、釣り場に向け

て航行していた。 

 船長は、操船中、船底からドンという異音が聞こえた後、主機の警

報が鳴り始めて主機が止まったので機関室内を確認したところ、主機

に装備されていた揚網機に動力を伝達する重さ約１０kg の駆動プー

リー（以下「本件プーリー」という。）の固定ボルトが外れていて、

本件プーリーが燃料油タンク近くの船底に落下しているのを認めた。 

 船長は、燃料油が残っていることなどを確かめて主機を始動しよう

としたが始動しなかったので、自力航行を諦め１１８番通報して救助

を要請した。 

本船は、来援した巡視艇により大阪府泉大津市所在のマリーナへえ
．

い
．
航された。 

機関整備会社は、本インシデント後に主機等を点検したところ、燃

料油系統の燃料こし
．．

器内にゴミ等が詰まっていて、主機に燃料油が供

給されなくなっていることを認めた。 

船長は、漁船として使用されていた本船を令和５年６月に中古で購

入後、燃料油系統について燃料こし
．．

器や油水分離器は交換したが、ふ



だん航行している際に異状を感じていなかったので、燃料油タンク内

を点検しておらず、また、揚網機が取り外されていた本件プーリーを

使用しなかったので点検していなかった。 

分析 本船は、船長が燃料油タンク内の点検を行っていなかったことか

ら、航行中、同タンク内のゴミ等が燃料油配管に流れ込み燃料こし
．．

器

が閉塞し、主機に燃料油が供給されず停止して始動できなくなり、運

航不能となったものと考えられる。 

船長は、令和５年６月に漁船として使用されていた本船を中古で購

入後、ふだん航行している際に異状を感じていなかったことから、燃

料油タンク内の点検を行っていなかったものと考えられる。 

本船は、船長が本件プーリーの点検を行っていなかったことから、

航行中、本件プーリーが固定ボルトの緩みにより外れて燃料油タンク

近くの船底に落下した際、その振動により同タンク内のゴミ等が燃料

油配管に流れ込んだ可能性があると考えられる。 

船長は、揚網機が取り外されていた本件プーリーを使用しなかった

ことから、本件プーリーの点検を行っておらず、固定ボルトの緩みに

気付かなかったものと考えられる。 

原因  本インシデントは、船長が、本船を購入後、燃料油タンク内の点検

を行っていなかったため、本船が航行中、燃料油タンク内のゴミ等が

燃料油配管に流れ込み燃料こし
．．

器が閉塞し、主機に燃料油が供給され

ず停止して始動できなくなったことにより発生したものと考えられ

る。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、燃料油タンク内の点検及び清掃を定期的に行うこと。 

 ・船長は、使用しない装備品についても定期的に点検を行い、航行

に支障が生じることのないよう必要な措置を講じること。また、

使用しない装備品については取り外しておくことが望ましい。 

 


